




要約:神経芽細胞腫(NB)マススクリーニング(MS)は 6 か月乳児を対象として実施されてい

るが,最も効率の良い時期は何時かを同一乳児の経時的な尿中の VMA,HVA 値の変化から検

討した。その結果,生後 5 か月までは尿中の両物質の値の分布幅が広いが,6 か月頃には平

均値(M)に比較して標準偏差(SD)値,変異係数(CV)が小さくなり,正常値やカットオフ値の

決定が安全に行なえること,食事の影響がないこと,日内変動のないことが明らかとなり,6

か月の実施は適当と思われた。 


